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国
際
親
善
姉
妹
都
市

オ
ー
ク
リ
ッ
ジ

姉妹都市提携25周年記念訪問団および中学生交換交流事業参加者（海野市長・宮本副市長を囲んで）

　

オ
ー
ク
リ
ッ
ジ（O

ak R
idge

）

は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
テ
ネ
シ
ー
州

東
部
の
ノ
ッ
ク
ス
ビ
ル
西
40
㎞
に

位
置
し
、
人
口
約
２
万
７
０
０
０

人
の
緑
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な

市
で
す
。
治
安
も
よ
く
、
市
民
の

皆
さ
ん
は
と
て
も
友
好
的
で
す
。

　

市
内
に
あ
る
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
国

立
研
究
所（O

R
N

L

）と
那
珂
市
の

原
子
力
研
究
所
は
古
く
か
ら
交
流

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
交
流
が
契

機
と
な
り
、
１
９
９
０（
平
成
２
）

年
に
国
際
親
善
姉
妹
都
市
盟
約
を

締
結
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
中

学
生
の
交
換
交
流
事
業
や
女
性
団

体
、
市
民
団
体
な
ど
の
交
流
を
通

し
て
、
両
市
は
友
好
を
深
め
て
き

ま
し
た
。

　

オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
か
ら
は
毎
年
７

月
に
中
学
生
が
来
市
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
は
中
学
生
に
加
え
姉
妹

都
市
提
携
25
周
年
記
念
と
し
て
、

市
議
会
議
員
親
子
や
姉
妹
都
市
応

援
会
の
皆
さ
ん
も
那
珂
市
を
訪
れ
、

25
年
間
の
交
流
を
お
祝
い
し
ま
し

た
。
ま
た
那
珂
高
校
生
と
の
交
流

や
日
本
文
化
の
体
験
な
ど
、
那
珂

市
や
日
本
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た

だ
く
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

国
際
親
善
姉
妹
都
市
提
携

　
　
　
　
　
　
25
周
年
記
念
式
典

　

７
月
５
日
、
静
ヒ
ル
ズ
ホ
テ
ル
に
て
、
国
際

親
善
姉
妹
都
市
提
携
25
周
年
記
念
式
典
お
よ
び

中
学
生
交
換
交
流
事
業
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
訪
問
団

の
歓
迎
夕
食
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
関
係
者
、
国
際
交
流
協
会
関
係
者
、
両
市

の
交
流
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
携
っ
た
か
た
、
今

年
度
の
中
学
生
交
換
交
流
事
業
参
加
者
な
ど
多

数
が
出
席
し
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
歴
史
を
振
り
返
る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
は

「
懐
か
し
い
」と
歓
声
が
上
が
り
、
ま
た
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
空
手
の
演
武
や
ガ
ー
ル
ス
カ

ウ
ト
茨
城
県
37
団
と
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
の
皆
さ
ん

に
よ
る
歌
の
披
露
な
ど
が
あ
り
、
会
場
は
終
始

和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

出席者の中には懐かしい仲間との再会もありました

25年間の交流を振り返るスライドショー

海
野
市
長
と
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
姉
妹
都
市
交
流

応
援
会
の
ジ
ェ
リ
ー
・
ラ
ッ
ク
マ
ン
さ
ん
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※○は生徒、◇は学校引率者、☆は教育局職員

ジェファーソン中学校（左から）
○オスティン・メイズ
☆マイルズ・ヘブラード
○ジェイドン・エリス
○ジェイコブ・ヌスバウム
○セーラ・ハモンズ
◇メリサ・フォクス
○アビー・ホースレードン

ロバーツビル中学校（左から）
○ブライアン・フーソン
○エライジャ・ガードナ
◇ジュリ・リー
○マドリン・デイビス
○サヴァナ・ラウス
○ローリン・ラウス

フェアウェルパーティー

日本文化体験

学校体験・デイトリップ

平成28年度 中学生交換交流メンバー

広報なか８月号3



　

請
求
者
や
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
義
務
者

の
所
得
が
、
所
定
の
限
度
額
を
超
え
て
い

る
場
合
は
、
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　

申
請
は
、
市
役
所（
本
庁
）１
階
の
社
会

福
祉
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
請
時

に
必
要
な
書
類
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○�

認
定
請
求
書

○�

請
求
者
と
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本

○�

請
求
者
と
対
象
児
童
が
含
ま
れ
る
世
帯

全
員
の
住
民
票

○�

診
断
書（
障
が
い
に
よ
っ
て
所
定
の
様

式
が
あ
り
ま
す
）

○�

振
込
先
口
座
申
出
書（
請
求
者
名
義
の

口
座
）

○
通
帳（
請
求
者
名
義
の
も
の
）

　

認
定
請
求
書
、
診
断
書
な
ど
の
様
式
は

社
会
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成

28
年
１
月
１
日
現
在
で
那
珂
市
に
お
住
ま

い
で
な
か
っ
た
場
合
は
、
平
成
28
年
度
の

所
得
証
明
書
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
場
合
は
手
帳
の
写
し
を
添

付
す
る
こ
と
に
よ
り
診
断
書
を
省
略
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
療
育
手
帳
の
判
定
が
Ⓐ
・
Ａ
の
場
合

　

１
級　

５
万
１
５
０
０
円

　

２
級　

３
万
４
３
０
０
円

　

４
月
（
12
月
分
～
３
月
分
）

　

８
月
（
４
月
分
～
７
月
分
）

　

11
月
（
８
月
分
～
11
月
分
）　　

　

身
体
、
知
的
ま
た
は
精
神
に
障
が
い
の

あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
家
庭
で
監
護
し

て
い
る
父
、
も
し
く
は
母
、
ま
た
は
父
母

に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

か
た
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
手
当
に
は
、

障
が
い
の
程
度
に
よ
り
１
級
、
２
級
が
あ

り
ま
す
。
該
当
と
な
る
障
が
い
の
程
度
は

下
表
の
と
お
り
で
す
。
た
だ
し
、
次
の
場

合
は
受
給
資
格
に
該
当
し
ま
せ
ん
。

◆
児
童
お
よ
び
父
、
母
ま
た
は
養
育
者
が

　

日
本
国
内
に
住
ん
で
い
な
い
と
き

◆
児
童
が
障
が
い
に
よ
る
公
的
年
金
を
受

　

給
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

◆�

児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
（
母
子
生

活
支
援
施
設
・
保
育
所
・
通
園
施
設
を

除
く
）
に
入
所
し
て
い
る
と
き

※
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
児
童
扶
養
手

　

当
、
児
童
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
と

　

の
併
給
が
可
能

【�

特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
】

障
が
い
の
状
況
に
よ
り
手
当
を
支
給
し
ま
す

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

●
手
当
月
額（
児
童
１
人
に
つ
き
）

●
手
当
月
額

●
支
給
月（
支
払
対
象
月
）

●
支
給
月（
支
払
対
象
月
）

●
所
得
に
よ
る
支
給
制
限

●
申
請
に
つ
い
て

●
支
給
対
象
者

●
特
別
障
害
者
手
当
の
支
給
対
象
者

　

特
別
障
害
者
手
当　

２
万
６
８
３
０
円

　

障
害
児
福
祉
手
当　

１
万
４
６
０
０
円

　
　

２
月
（
11
月
分
～
１
月
分
）

　
　

５
月
（
２
月
分
～
４
月
分
）

　
　

８
月
（
５
月
分
～
７
月
分
）

　
　

11
月
（
８
月
分
～
10
月
分
）　

社
会
福
祉
課
障
が
い
者
支
援
グ
ル
ー
プ

　

☎
２
９
８
・
１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
１
２
６
～
１
２
８
）

問
　
い

合
わ
せ

○�

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
該
当
と

な
る
障
が
い
の
程
度

１級

 

・ 

身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
お
お

む
ね
１
・
２
級（
内
部
的
疾
患
を

含
む
）程
度
に
該
当
す
る
か
た

 

・ 

療
育
手
帳
の
判
定
が
Ⓐ
・
Ａ
程
度

の
知
的
障
が
い
で
あ
る
場
合
ま

た
は
同
程
度
の
精
神
障
が
い
が

あ
る
場
合

２級
 

・ 

身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
お

お
む
ね
３
級（
内
部
的
疾
患
を
含

む
）程
度
に
該
当
す
る
か
た

・�
療
育
手
帳
の
判
定
が
Ｂ
程
度
の

知
的
障
が
い
で
あ
る
場
合
ま
た

は
同
程
度
の
精
神
障
が
い
が
あ

る
場
合

※
障
が
い
の
程
度
は
お
お
む
ね
右
記
の

と
お
り
で
す
が
、
身
体
障
害
者
手
帳

ま
た
は
療
育
手
帳
を
お
持
ち
で
な
い

か
た
も
、
右
記
と
同
程
度（
国
民
年
金

の
障
が
い
等
級
に
お
け
る
１
・
２
級
と

同
じ
）と
診
断
さ
れ
れ
ば
、
該
当
と
な

り
ま
す

※
障
が
い
が
重
複
す
る
場
合
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
障
が
い
の
程
度
を
総
合
的
に

確
認
し
、
手
当
の
等
級
が
認
定
さ
れ

ま
す
。
身
体
の
機
能
障
が
い
、
病
状

ま
た
は
精
神
障
が
い
で
そ
れ
ぞ
れ
単

独
の
診
断
書
で
受
理
し
て
も
等
級
の

認
定
に
影
響
が
な
い
場
合
に
は
、
単

独
の
障
が
い
で
の
申
請
と
な
り
ま
す

◆
身
体
障
害
者
手
帳（
内
部
障
が
い
を
除

く
）の
等
級（
複
数
障
が
い
が
あ
る
場

合
は
障
が
い
ご
と
の
等
級
）が
１
級
か

ら
お
お
む
ね
３
級
の
場
合

　

身
体
、
知
的
ま
た
は
精
神
に
著
し
く
重

度
の
障
が
い
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に

お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る

20
歳
以
上
の
在
宅
の
か
た
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
場
合
は
受
給
資
格

に
該
当
し
ま
せ
ん
。

◆
障
が
い
者
支
援
施
設
、
養
護
老
人
ホ
ー

　

ム
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
場
合

◆
病
院
ま
た
は
診
療
所
に
継
続
し
て
３
か

　

月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
場
合

◆
療
育
手
帳  

Ⓐ 

・
Ａ

◆
要
介
護
度
４
・
５
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【�
在
宅
心
身
障
害
者（
児
）

福
祉
手
当
】

●
手
当
月
額

●
支
給
月（
支
払
対
象
月
）

●
障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
対
象
者

　

３
０
０
０
円

　

４
月
（
12
月
分
～
３
月
分
）

　

８
月
（
４
月
分
～
７
月
分
）

　

12
月
（
８
月
分
～
11
月
分
）　

●
所
得
に
よ
る
支
給
制
限

●
申
請
に
つ
い
て

　

在
宅
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
20

歳
以
上
の
か
た（
日
常
生
活
に
お
い
て
常

時
介
護
が
必
要
な
か
た
）と
同
居
し
、
介

護
し
て
い
る
保
護
者（
原
則
同
一
世
帯
）が

対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
で
か
つ
、

　

常
時
介
護
が
必
要
な
状
態

●
所
得
に
よ
る
支
給
制
限

■�

所
得
状
況
届
・
現
況

　

調
査
表
の
提
出
が
必
要

●
申
請
に
つ
い
て

●�

在
宅
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
の

支
給
対
象
者

◆
病
院
ま
た
は
診
療
所
に
継
続
し
て
３
か

　

月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
場
合

　

請
求
者
や
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
義
務
者

の
所
得
が
所
定
の
限
度
額
を
超
え
て
い
る

場
合
は
、
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　

身
体
、
知
的
ま
た
は
精
神
に
重
度
の
障

が
い
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
未
満
の
在

宅
の
か
た
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
次
の
場
合
は
受
給
資
格
に
該
当
し
ま

せ
ん
。

◆
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る

　

場
合

◆
障
が
い
を
事
由
と
す
る
公
的
年
金
を
受

　

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合

　

申
請
は
、
市
役
所（
本
庁
）１
階
の
社
会

福
祉
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
請
時

に
必
要
な
書
類
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
認
定
請
求
書

○
所
得
状
況
届

○
診
断
書（
障
が
い
に
よ
っ
て
所
定
の
様

式
が
あ
り
ま
す
）

○
戸
籍
謄
本（
障
が
い
者（
児
）本
人
の

も
の
）

○
年
金
を
受
け
て
い
る
か
た
は
年
金
証
書

ま
た
は
額
改
定
通
知
の
写
し

○
口
座
振
替
依
頼
書（
障
が
い
者（
児
）

本
人
名
義
の
口
座
）

○
通
帳（
障
が
い
者（
児
）本
人
名
義
の

も
の
）

　

申
請
に
必
要
な
様
式
は
、
社
会
福
祉
課

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
28
年
１
月
１

日
現
在
で
那
珂
市
に
お
住
ま
い
で
な
か
っ

た
場
合
は
、
平
成
28
年
度
の
所
得
証
明
書

な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
療
育
手
帳  

Ⓐ 

・
Ａ

◆
要
介
護
度
４
・
５

　

請
求
者
や
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
義
務
者

の
所
得
が
所
定
の
限
度
額
を
超
え
て
い
る

場
合
は
、
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

○�

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

い
る
か
た
は（
支
給
停
止
中
の
か

た
も
含
む
）、
所
得
状
況
届
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○�

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉

手
当
・
在
宅
心
身
障
害
者（
児
）福

祉
手
当
を
受
給
し
て
い
る
か
た
は

（
支
給
停
止
中
の
か
た
も
含
む
）

現
況
調
査
表
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

※�

い
ず
れ
の
場
合
も
、
８
月
分
以
降

１
年
間
の
手
当
支
給
の
可
否
が
決

定
さ
れ
ま
す
の
で
、
社
会
福
祉
課

か
ら
通
知
が
あ
り
ま
し
た
ら
期
限

内
に
必
ず
ご
提
出
く
だ
さ
い

※�

本
市
に
お
い
て
は
、
平
成
24
年
度
か

ら
法
令
な
ど
の
名
称
を
除
き
、「
障

害
」の
表
記
は「
障
が
い
」と
し
て
い

ま
す

　

申
請
は
、
市
役
所（
本
庁
）１
階
の
社
会

福
祉
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
請
時

に
必
要
な
書
類
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
認
定
申
請
書

○
状
況
書

○
口
座
振
替
依
頼
書（
請
求
者
本
人
名
義

　

の
口
座
）

　

申
請
に
必
要
な
様
式
は
、
社
会
福
祉
課

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
28
年
１
月
１

日
現
在
で
那
珂
市
に
お
住
ま
い
で
な
か
っ

た
場
合
は
、
平
成
28
年
度
の
所
得
証
明
書

な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●�

在
宅
心
身
障
害
児
福
祉
手
当
の

支
給
対
象
者

　

在
宅
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
20

歳
未
満
の
か
た
と
同
居
し
、
養
育
し
て
い

る
保
護
者（
原
則
同
一
世
帯
）が
対
象
と
な

り
ま
す
。

◆
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級

◆
身
体
障
害
者
手
帳
下
肢
障
が
い
の
個
別

　

等
級
４
級
の
一
部

◆�

療
育
手
帳
の
判
定
が 

Ⓐ 

・
Ａ
・
Ｂ
程
度

の
知
的
障
が
い
ま
た
は
精
神
障
が
い

◆�

身
体
障
害
者
手
帳
４
級
か
つ
知
能
指
数

60
以
下
の
知
的
障
が
い
ま
た
は
同
程
度

の
精
神
障
が
い
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子育て世帯住宅取得助成金交付事業を開始します
～人口減少をゆるやかにし、　活力に満ちた元気なまちづくりをめざして～

○制度概要

○申請期間（平成 28 ～ 29 年度）

○那珂市と協定を締結している金融機関（取扱店）

市では、自治会加入を推奨しています。
住宅を取得し、お住まいになられましたら、ぜひ自治会へご加入ください。

　「子育て世帯住宅取得助成金交付事業」と連携して、金融商品を活用した定住支援の協力や定住支援に関する情
報発信の協力など、地域振興に資することを目的として、６月 29 日に市内に支店のある５つの金融機関と協定
を締結しました。

お願い

～「定住の支援に関する協定」を締結しました～

※取扱商品の内容については各金融機関にお問い合わせください

申
請
対
象
者

○子育て世帯（中学生以下の子どもと同居している世帯）
○新婚世帯（婚姻後５年以内の夫婦で、夫婦のいずれかが 40 歳以下である世帯）
※�平成 28 年７月１日以降に、対象住宅に係る金銭消費貸借契約（返済期間 10 年以上）

を金融機関と締結していることが必要です

　助成制度には三世代
同居の特例がありま
す。また、助成を受け
るには、そのほかにも
要件があります。詳細
は、政策企画課へお問
い合わせください。

対
象
住
宅

○�住宅所有者が定住することを目的として、新築または購入により平成 28 年 10
月１日以降に那珂市に初めて取得したもの

※対象住宅の所有権の保存または移転の登記が完了した日を取得日とします

住宅の取得日 申請書の提出期間

10 月１日～ 12 月 31 日 10 月１日～平成 29 年３月 31 日

平成 29 年１月１日～ 12 月 31 日 平成 29 年４月１日～平成 30 年３月 31 日

常陽銀行
菅谷支店、瓜連支店、
水戸ローンプラザ、
ひたちなかローンプラザ

筑波銀行 那珂支店、菅谷支店

水戸信用金庫 菅谷支店

茨城県信用組合 那珂支店、菅谷支店

常陸農業協同組合 東部支店、那珂支店、瓜連支店

政策企画課地方創生グループ　☎２９８ー１１１１（内線４３７・４３８）問い合わせ

市内にお住まいのかた

住宅を取得し市内に転入するかた

10 万円

20 万円
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　４月 16 日から５月３日までの八重桜まつり期間中に撮影した写真を対象に、八重桜まつり写真コン
テストを実施しました。たくさんの応募の中から６月28日、厳選な審査を行い入賞作品が決定しました。

モデル写真の部

氏名（敬称略） 作品名 審査結果

７ 五十嵐　克　実 櫻吹雪… 推薦（那珂市長賞）

８ 潮　田　敏　子 想いは一緒 特選（那珂市観光協会会長賞）

９ 小　林　正　直 咲き誇る八重桜 特選（那珂市商工会会長賞）

10 秋　山　常　夫 春光に誘われて 佳　　作

11 大　島　尚　志 八重桜の色合いと
黒髪のコントラスト 佳　　作

12 井　坂　大　亜 あかりとの饗宴 佳　　作

商
工
観
光
課
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ　

☎
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
２
４
３
・
２
４
４
）

問 

い

合
わ
せ

八重桜
写真の部

１

２

８

９

11 10

12

３ ４ ６

７

八
重
桜
ま
つ
り
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

氏名（敬称略） 作品名 審査結果
１ 髙　橋　儀　浩 桜花につつまれて 推薦（那珂市長賞）
２ 金　子　政　彦 まなざし 特選（那珂市観光協会会長賞）
３ 秋　山　常　夫 春風の中で 特選（那珂市商工会会長賞）
４ 関　井　良　博 桜香る春風 佳　　作
５ 大　島　尚　志 つつじの香りに誘われて！ 佳　　作
６ 飯　泉　進　一 桜のシャワーに包まれて 佳　　作

５
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環境問題とわたしたちの責任

　公害とは、企業活動などにより、環境が破壊され、人の健康や生活環境に被害が生じることをいいます。大気
汚染、水質汚濁、土壌汚染、騒音、振動、悪臭、地盤沈下が典型７公害と呼ばれています。日本経済は、1965
年～ 1973 年の第１次石油危機（オイルショック）まで、高度経済成長を続けました。この時期、企業はおもに
経済性を追求するあまり、４大公害病として知られている、イタイイタイ病、水俣病、第二水俣病、四日市ぜん
そくなどをはじめとして、多くのさまざまな公害が国内各地の工場で顕在化し、深刻さを増していきました。こ
うした時期は1980年代まで続きました。

◆「環境」という言葉は公害問題（工場）がきっかけ

　わたしたちは、現在多くの環境問題に直面しています。さまざまなごみにかかわる問題、少なくなりつつある
地球資源、深刻化しつつある気候変動（地球温暖化）、失われていく生物多様性などです。またこうした問題か
ら派生する、命にかかわる住や食、水や資源、防災などの問題も生じています。わたしたちはこうした環境問題
にどう向き合ったらよいでしょうか。国内において環境問題が生じた歴史を振り返り、考えてみましょう。

　江戸時代の環境問題といえば、ごみ問題です。ごみといってもわたしたちが今ごみとして排出している食品容
器やビニール袋などのプラスチック類、ガラス類などではなく、家庭から出る生ごみと、かまどなどから出る灰
がほとんどでした。
　生ごみはもともと家の周りの空き地や畑などに捨てられていましたが、家々が密集し空地がなくなってくると
衛生上の問題が出てきたため、公設のごみ捨て場を市街地のほかに10か所以上指定してごみを集中的に埋立て
るようになりました。ごみは請負人（行政）によって収集・運搬・処理されました。かまどなどから出る灰は、
灰買いという回収の専門業者がおり、おもに近隣の農家に買われ、肥料として使用されました。
　紙類や金属類、陶磁器類がごみとして排出されることはほとんどありませんでした。なぜなら、紙類や金属類

◆江戸時代は循環型社会だった

は、古物商による取引ルートが形成されていたから
です。たとえば、紙類は、紙屑買いや紙屑拾いなど
の回収専門業者がおり、紙すき業者が再利用してい
ました。また、壊れた陶磁器は瀬戸物の焼き継ぎと
いう専門業者が再生・修理し、ほとんどが再使用さ
れていました。し尿の処理・処分も大きな問題でし
たが、当時は各家庭に肥だめがあり、肥料として自
家消費または、農家が買い取ったり、行政によって
農地に還元されていたようです。
　江戸時代は、リサイクル・リユースとともに、リデュースも行われていた循環型社会だったのです。

　「産業発展のためとはいえ、公害は絶対に許せない」とする国民世論が急激な高
まりを見せ、公害対策が総合的に進められることとなり、とくに企業は公害対策が
強く望まれるようになりました。
　環境問題は、加害者と被害者が不明確であり、問題は地球全体に生じます。一方、
公害問題は、加害者と被害者が明らかである、問題が生じたところは特定の地域に
限定される、という点で環境問題とは異なります。日本では公害問題が起こって初
めて、「環境」という言葉が使われるようになり、環境に対する意識が高まりました。
環境問題が顕在化したのは、1990年代に入ってからで、1993年にやっと「環境基
本法」が制定され、環境の保全に関する法律が整備されました。

わがまちの環境を考える

出典：環境省
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　1955 年～ 1970 年の高度経済成長期と、それに続く 1986 年～ 1990 年の安定経済成長期（平成景気、バブル
経済）を経て、高い経済成長率が維持され、国民の一世帯当たりの平均 1か月の実収入は、高度経済成長期の始
まる 1955 年に比べ、安定経済成長期の終了する 1990 年には、実に 10 倍以上に急増しました（出典：統計局）。
国民は豊かになり、生活スタイルも大きく変化しました。三種の神器と呼ばれた白黒テレビ・冷蔵庫・洗濯機を
はじめ、カラーテレビ、クーラー、自家用車が新三種の神器（３Ｃ）と呼ばれ、豊かさや憧れの象徴として、新

◆環境問題は、次第に工場から家庭へ

　残念ながら、現在でも多くのかたが環境破壊に対して「環境と経済との健全
な調和を図る」「個人の生活を侵害するような環境保護はごめんだ」「人間の生
活が制約されない程度に環境の保全を進める」といったような考え方を持って
いるようです。
　前述のとおり、環境問題においてわたしたちは被害者であるとともに、加害
者でもあります。この加害者であるという自覚を持ち、次世代に負の遺産を引
き継がないという責任と覚悟を持たない限り、環境問題の解決に向けた正しい

◆わたしたちの責任と覚悟　～持続可能な地域づくりを目指して～

しさや快適さ、利便性を追求する生活観が次第に育っていき
ました。こうして、日本は、大量に生産・消費・廃棄する、「モ
ノ」があふれる社会となっていきました。
　こうした過度な物質的豊かさの陰で、地球環境の破壊や資源
の消費が進みました。右のグラフはその一例で、高度経済成
長期から平成期に至る家庭用電力の推移を示します。このグ
ラフを見ると、家庭用電力（縦軸）は、豊かさとともに飛躍
的に伸びているのがわかります。電力のほとんどは化石燃料
からつくられるため、使用することで二酸化炭素を大気に排出
することになり、気候変動（温暖化）の原因を作り出しました。
ごみや生物多様性の喪失の問題も、同じように物質的豊かさと
引き換えに顕著となりました。こうして、環境問題の発生源は、
公害時代の工場から次第に家庭に移りました。

アプローチは見い出されません。わたしたちが目指す「環境にやさしい持続可能な社会」を実現するには、市民の
皆さん一人ひとりが日常生活の中で行う地球環境の保護の必要性を正しく認識し、持続的に行動することが大きな
力になるのです。ぜひご家族や職場でこのことについて話し合ってみてください。
　この「わがまちの環境を考える」では、これまで隔月で 18 回にわたり、「家庭ごみの減量化と紙ごみの分別」「エ
コドライブ」「節水」「自然体験を通じた環境学習」「節電」「リサイクル」「スギ林の保育」「住宅の断熱化」「家庭
における省エネ」「食の地産地消」「カーシェアリング」「生物多様性とイノシシ対策」「自転車の利用」「不法投棄
の根絶」などの環境課題を取り上げ、地域データを用いてそれらの必要性を説明してきました。それらをもう一度
通して見ていただき、まずはできることから、家庭であるいは事業所でその中のどれか一つを取り上げてみてくだ
さい。一人ひとりの取り組みは小さくとも、大勢が参加し積み上げれば大きな取り組みになります。
　一方、現在わたしたちが直面している環境問題に対する対策は、かなり厳しい状況にあります。たとえば、気候
変動（地球温暖化）では、COP21で掲げた「2100年に地球表面の平均気温を産業革命時に比べ２℃以内に抑える」
という目標の達成は、現状では難しい状況です。その達成には、削減効果の大きな対策を進めなければなりません。
「住宅の断熱化」｢再生可能エネルギーの地産地消｣ ｢スローフード（食の地産地消）」などがそうした対策に当たり
ます。こうした取り組みは、最近ほかの市町村で始まっています。那珂市でも、こうした取り組みをどのように取
り入れていくかを市民と行政で議論していく必要があります。　　執筆：環境省　環境カウンセラー　勝井　明憲

資料：�内閣府「国民経済計算年報」、㈶日本エネルギー
経済研究所「エネルギー・経済統計要覧」、資源
エネルギー庁「総合エネルギー統計」

0
701965

50

100

150

200

250 （1973年度＝100）

7375 80 85 90 95 2000 05 2011

（年度）

環境課環境グループ　
☎２９８－１１１１（内線４４７～４４９）問い合わせ
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次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
「
18
歳
に

達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
（
18

歳
に
な
っ
て
か
ら
の
年
度
末
）
ま
で
の
児

童
」
を
扶
養
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の

父
・
母
ま
た
は
両
親
に
代
わ
っ
て
そ
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
か
た
が
対
象
に
な
り

ま
す
。

　

た
だ
し
、
児
童
の
心
身
に
お
お
む
ね
中

度
以
上
（
特
別
児
童
扶
養
手
当
２
級
と
同

じ
程
度
）
の
障
が
い
が
あ
る
場
合
は
、
20

歳
未
満
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
児
童
が
養
育
さ
れ
る
家
庭
（
ひ
と
り
親
家
庭
）
の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
に
寄
与
し
、

児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

■
ご
存
じ
で
す
か
？

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

☎
２
９
８
・
１
１
１
１
（
内
線
２
５
３
）

問
い
合
わ
せ

　

引
き
続
き
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
る

条
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
た
め
に
、
８
月
に
現
況
届
の
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
受
給
資
格
が
あ

る
か
た
に
は
現
況
届
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
期
限
ま
で
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。
提
出
が
な
い
場
合
は
、
８
月
分
以

降
の
手
当
を
支
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
支
給
の
対
象
と
な
る
か
た

　

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
申
請
し
な
い
場

合
や
、
婚
姻
の
届
け
出
を
し
て
い
な
く
て
も

事
実
婚
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

公
的
年
金
受
給
者
は
年
金
額
が
児
童
扶

養
手
当
額
よ
り
低
い
場
合
、
そ
の
差
額
分

が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
給
資
格
者
、
同
居
の
扶
養
義
務
者
の

前
年
所
得
が
一
定
以
上
あ
る
場
合
は
、
そ

の
年
度
（
８
月
か
ら
翌
年
の
７
月
ま
で
）

手
当
の
一
部
、
ま
た
は
全
部
の
支
給
が
制

限
さ
れ
ま
す
。

【
現
在
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
か
た
へ
】

■
ご
注
意
く
だ
さ
い

児
童
扶
養
手
当

①
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③�

父
ま
た
は
母
が
政
令
で
定
め
る
障
が
い

の
あ
る
児
童

④�

父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

児
童

⑤�

父
ま
た
は
母
か
ら
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ

て
い
る
児
童

⑥�

父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て

い
る
児
童

⑦�

父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保

護
命
令
を
受
け
た
児
童

⑧
母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

⑨�

母
が
懐
胎
し
た
と
き
の
事
情
が
不
明
で

あ
る
児
童

■
支
給
の
対
象
と
な
る
児
童

８月は「地域包括支援センターナザレ園」を紹介します。

　ナザレ園の担当地区は、額田、木崎、瓜連です。
　中里にある、ナザレ幼稚園の隣が事務所になります。
○元気 200%の主任ケアマネジャー
○フットワークの良い保健師
○少し歳は食っていますが、心は若者の社会福祉士
　といった、女性１人、男性２人のスタッフがいます。

　自宅で生活されている高齢者のかたがたへの訪問、簡単な体操教室、介護保険の説明や申請のお手伝い、
その他高齢者に関することなら、何でもご相談ください。
　高齢のかたがたとご家族、ご近所の皆さまの元気と笑顔のために、毎日走りまわっています。

　いつでも気軽にお電話ください。相談無料で、秘密は必ず守ります。お待ちしています。

地域包括支援センターナザレ園（中里３５２－１）　☎２９６ー３４０５問い合わせ
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ふ
る
さ
と
大
使
の「
那
珂
良
し
来
良
し
」♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪

那
珂
ふ
る
さ
と
大
使
通
信

な
　

か
　

よ
　

し
　

こ
　

よ
　

し

Vol.5

問
い
合
わ
せ

音楽家　　　　　　　　　　

長
なが

須
す

　与
とも

佳
か

さん
（東京都在住）

　

私
が
尺
八
や
琵
琶
と
出
会
っ
た
の

は
、
小
学
四
年
生
の
と
き
。
母
が
急
に

尺
八
を
習
い
始
め
、
本
米
崎
の
祖
父
母

の
家
か
ら
は
琵
琶
が
出
て
き
た
の
だ
。

　

尺
八
や
琵
琶
と
い
う
と
、
私
よ
り
も

先
輩
の
皆
さ
ま
は
虚こ

む無
僧そ

う

や
耳
な
し
芳

一
と
い
う
意
見
が
多
い
か
も
し
れ
な

い
。
演
奏
家
に
な
り
た
い
！
と
将
来
を

決
め
た
矢
先
、「
琵
琶
は
映
画
の
印
象

が
強
く
て
音
が
怖
い
の
よ
ね
」「
尺
八
？

だ
め
だ
め
、
眠
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
」
と

演
奏
会
の
チ
ラ
シ
す
ら
受
け
取
っ
て
い

た
だ
け
な
い
現
状
を
知
る
。「
こ
の
ま

ま
で
は
自
国
の
文
化
が
消
え
て
し
ま
う

か
も
し
れ
な
い
」。

　

こ
れ
を
機
に
、
私
の
新
た
な
試
み
が

始
ま
っ
た
。
そ
れ
は
学
校
公
演
。
先
入

観
の
な
い
う
ち
に
、
自
国
の
楽
器
や
音

楽
に
触
れ
て
も
ら
い
、
楽
し
い
・
面
白

い
・
格
好
良
い
と
感
じ
て
も
ら
え
た
ら

何
か
が
変
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

た
か
ら
だ
。

　

訪
問
先
の
全
面
的
な
協
力
の
も
と
、

那
珂
市
は
も
ち
ろ
ん
全
国
各
地
（
来
月

は
南
九
州
の
学
校
を
訪
問
）
の
保
育
園

か
ら
大
学
ま
で
、
の
べ
5
万
人
を
越
え

る
若
者
に
出
会
う
機
会
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
こ
の
出
会
い
に
よ
っ
て
和
楽

器
の
印
象
を
決
定
づ
け
て
し
ま
う
か

も
し
れ
な
い
の
だ
か
ら
、
私
の
責
任
は

重
大
だ
。

　

必
ず
尺
八
体
験
を
し
て
も
ら
う
の
だ

が
、
未
就
学
児
で
も
音
は
出
る
‼
音
を

出
せ
た
瞬
間
、
目
を
真
ん
丸
に
し
て
喜

ぶ
子
ど
も
た
ち
。
そ
の
様
子
を
見
て
自

分
も
と
頑
張
る
子
ど
も
た
ち
。
目
を
輝

か
せ
な
が
ら
感
動
の
連
鎖
を
引
き
起
こ

し
て
い
く
瞬
間
に
立
ち
会
え
る
の
は
、

幸
せ
な
こ
と
だ
。

　

9
月
16
日
は
月
見
の
会
に
出
演
さ
せ

て
い
た
だ
く
。
今
年
度
は
那
珂
市
の
学

校
も
訪
問
予
定
だ
。
私
の
活
動
は
、
砂

漠
に
花
の
種
を
植
え
て
い
る
よ
う
な
こ

と
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
実
家
の

稽
古
場
で
は
11
歳
か
ら
70
代
の
お
弟
子

さ
ん
た
ち
が
和
楽
器
を
楽
し
ん
で
い

る
。
那
珂
市
の
皆
さ
ま
に
も
ぜ
ひ
渡
し

て
い
き
た
い
。
和
楽
器
と
い
う
名
の
小

さ
な
種
を
。

秘
書
広
聴
課
秘
書
グ
ル
ー
プ

☎
２
９
８
・
１
１
１
１ 

（
内
線
４
２
３
・
４
２
４
）
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担当課および測定場所 測定値 測定日

学校教育課

横堀小学校 0.053 7 月 6 日
額田小学校 0.049 7 月 8 日
菅谷小学校 0.057 7 月 8 日
菅谷東小学校 0.064 7 月 7 日
菅谷西小学校 0.066 7 月 6 日
五台小学校 0.065 7 月 8 日
芳野小学校 0.062 7 月 6 日
木崎小学校 0.061 7 月 5 日
瓜連小学校 0.069 7 月 8 日
横堀幼稚園 0.056 7 月 7 日
菅谷幼稚園 0.060 7 月11日
菅谷西幼稚園 0.079 7 月 6 日
五台幼稚園 0.068 7 月11日
芳野幼稚園 0.069 7 月 7 日
那珂第一中学校 0.059 7 月 5 日
那珂第二中学校 0.075 7 月 6 日
那珂第三中学校 0.055 7 月 7 日
那珂第四中学校 0.044 7 月 8 日
瓜連中学校 0.075 7 月 5 日
茨城学園 0.078 7 月 8 日
ナザレ幼稚園 0.052 7 月 8 日
さいせい幼稚園 0.064 7 月11日
大成学園幼稚園 0.068 7 月 8 日
旧本米崎小学校 0.082 7 月 5 日

○測定値の単位は、すべて、マイクロシーベルト／時間です。
○小中学校、幼稚園、保育所（園）は地表面から50㎝の高さでの測定値で、公共施設は地表面から１ｍの高さでの測定値です。
○測定結果は、すべて国の除染などの基準を下回っています。

那珂市役所 	 ☎298－1111
学校教育課	 内線8274  
健康推進課	 内線531
生涯学習課	 内線8282
市民協働課	 内線263
都市計画課	 内線355
商工観光課	 内線245
こども課	 内線252
水道課	 内線8365
那珂聖苑	 ☎352－0073
学校給食センター	☎298－1102

担当課および測定場所 測定値 測定日

こ ど も 課

菅谷保育所 0.065 7 月 8 日
瓜連保育園 0.073 7 月 4 日
ゆたか保育園 0.070 7 月 1 日
かしま台保育園 0.064 7 月 7 日
ごだい保育園 0.072 7 月 1 日
大成学園額田保育園 0.047 7 月 1 日
地域子育て支援センター 0.073 7 月11日

　 6 月15日から 7 月14日までの期間、市内各浄水場（後台、木崎、瓜連）および芳野配水場の水道水の放射性
物質（放射性ヨウ素および放射性セシウム）の測定結果は、いずれも不検出となっています。
　詳細は、市ホームページでご覧ください。

　学校給食センター（那珂・瓜連）で調理されている給食食材は、毎日放射
性物質の測定を行い、基準値を超えていない食材のみを使用しています。

◆学校給食食材の放射性物質測定検査について

●水道水の環境放射能水準調査結果

那珂市内の放射線量の測定状況をお知らせします
　市内の小中学校、幼稚園、都市公園、保育所（園）、体育施設などで放射線量を測定しています。また、市ホーム
ページにも掲載しています。

○小中学校、幼稚園 ○公共施設

○保育所、保育園など

担当課および測定場所 測定値 測定日
健康推進課 保健センター（ひだまり） 0.084 7 月 6 日

生涯学習課

中央公民館 0.078 7 月 6 日
図書館 0.074 7 月 2 日
那珂総合公園 0.069 7 月 5 日
歴史民俗資料館 0.081 7 月 3 日
ふれあいの杜公園 0.088 7 月15日

市民協働課

ふれあいセンターよこぼり 0.077 7 月13日
ふれあいセンターごだい 0.075 7 月13日
ふれあいセンターよしの 0.073 7 月13日
総合センターらぽーる 0.090 7 月13日
戸多地区交流センター 0.061 7 月 7 日

那 珂 聖 苑 那珂聖苑 0.089 7 月 1 日

都市計画課
中谷原公園 0.066 7 月 4 日
宮の池公園 0.074 7 月 4 日

商工観光課
一の関ため池親水公園 0.065 7 月11日
静峰ふるさと公園 0.065 7 月11日

【�日常生活で少しでも放射線を少なくできる方法】
○�校庭・園庭などの屋外での活動後には、手や顔を洗い、うがいをする。
○�土や砂を口に入れないように注意し、口に入った場合には、うがいをする。
○�登校・登園時、帰宅時に靴の泥をできるだけ落とす。
○�土ぼこりや砂ぼこりが多いときは、窓を閉める。

問
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みんなの健康　～薬のお話～ 問い合わせ
健康推進課健康増進グループ

（総合保健福祉センター「ひだまり」内）
☎２７０－８０７１

ド
ー
ピ
ン
グ
問
題
と
薬
剤
師

よ
し
の
薬
局　

薬
剤
師　

根
本 

み
ゆ
き  

先
生

　

年
々
複
雑
化
し
増
え
る
ド
ー
ピ
ン

グ
問
題
。
日
本
選
手
の
ド
ー
ピ
ン
グ

は
「
う
っ
か
り
ド
ー
ピ
ン
グ
」
と
い
っ

て
風
邪
薬
な
ど
に
禁
止
薬
物
が
入
っ
て

い
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
服
用
し
て
し
ま

い
、
検
査
で
引
っ
か
か
る
と
い
う
も
の

で
す
が
、
世
界
で
は
組
織
的
に
ド
ー
ピ

ン
グ
を
行
っ
て
い
る
国
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
ド
ー
ピ
ン
グ
検
査
も
だ
ん
だ

ん
と
厳
し
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ド
ー
ピ
ン
グ
で
使
用
さ
れ
る
薬
物
の

多
く
は
、
結
果
的
に
健
康
を
害
す
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
後
遺
症
に

長
く
悩
ま
さ
れ
た
り
、
最
悪
の
場
合
は

命
を
落
と
す
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

　

ド
ー
ピ
ン
グ
に
よ
っ
て
競
技
能
力
を

高
め
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
ド
ー
ピ
ン

グ
を
し
て
い
な
い
人
に
対
し
て
不
公
平

に
な
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
は

何
と
い
っ
て
も
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
が
尊
ば

れ
ま
す
が
、
ル
ー
ル
に
反
す
る
ア
ン

フ
ェ
ア
な
プ
レ
ー
に
は
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が

課
せ
ら
れ
ま
す
。
ド
ー
ピ
ン
グ
は
ス

ポ
ー
ツ
選
手
な
ら
誰
も
が
も
っ
て
い
な

け
れ
ば
い
け
な
い
「
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
の

精
神
」
に
反
す
る
行
為
で
す
。
こ
の
た

め
ス
ポ
ー
ツ
界
は
、
ド
ー
ピ
ン
グ
を
完

全
に
否
定
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
で

競
い
合
う
場
合
、
世
界
的
に
認
め
ら
れ

た
ド
ー
ピ
ン
グ
禁
止
規
程
を
守
る
こ
と

は
絶
対
必
要
な
条
件
で
す
。
い
わ
ば
、

ス
ポ
ー
ツ
界
全
体
の
ル
ー
ル
な
の
で

す
。

　

ド
ー
ピ
ン
グ
は
薬
の
作
用
を
間
違
っ

た
形
で
利
用
し
ま
す
。
薬
の
副
作
用
を

利
用
す
る
よ
う
な
形
で
使
わ
れ
る
も
の

も
あ
る
の
で
、
私
た
ち
薬
剤
師
の
中
に

は
研
修
を
受
け
た
「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ー

マ
シ
ス
ト
」
が
い
ま
す
。
全
国
で

６
０
０
０
人
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ー

マ
シ
ス
ト
が
い
ま
す
の
で
、
選
手
の

う
っ
か
り
ド
ー
ピ
ン
グ
を
防
ぐ
た
め
に

支
援
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

那
珂
市
で
は
コ
ヤ
マ
薬
局
那
珂

店
、
那
珂
記
念
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
よ
し

の
薬
局
に
ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ー
マ
シ
ス

ト
が
い
ま
す
。
ま
た
は
、
ネ
ッ
ト
で

簡
単
に
近
く
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ー
マ

シ
ス
ト
（
薬
剤
師
）
を
検
索
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.playtruejapan.org/

sportspharm
acist/

■ルールを守って楽しい花火
　消防本部では、毎年 7 月から 8 月にかけて、幼年消防
クラブ員を対象とした防火花火指導会を行っています。
　今年は市内11か所の幼稚園・保育園・保育所の行事に
併せ、消防団女性消防部手作りの紙芝居鑑賞や、花火の正
しい遊び方、体に火がついてしまったときの対処法などを
学びました。
　夏真っ盛りの花火の季節、ルールを守って楽しい思い出
をいっぱい作りましょう！

～もしも体に火がついてしまったら～

楽しい花火のお約束

①ストップ
　体に火がついたまま走り回
ると、かえって火が大きく
なってしまうのでその場で止
まります。

ストップ、ドロップアンドロール

②ドロップ
　立っていると、頭などに燃
え移ってしまうので、その場
に倒れて燃えているところを
地面に押し付けます。

③ロール
　左右にゴロゴロ転がること
で、広い範囲を消火すること
ができます。
　火が消えたら病院などで手
当てを受けましょう。

１	花火を人や家に向けたり、燃えやすいもののある場所で
遊んだりしない。衣服に火がつかないように注意する。

２	風の強いときは花火遊びをしない。
３	水を用意する。
４	子どもだけの花火は危険なのでしない。大人と一緒に

遊ぶ。
５	花火の筒先に顔や手を絶対出さない。点火するときや

途中で火が消えたときは、特に注意する。
６	花火を分解して遊ぶことは危険なので絶対にしない。

問い合わせ 消防本部　☎２９５－２１１１消防本部 NEWS
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～
秋
田
県
横
手
市
か
ら
参
り
ま
し
た
～

中
村
の 

「
な
か
な
か
い
い
」 

那
珂
暮
ら
し
③

　

こ
ん
に
ち
は
、
友
好
都
市
の
秋
田
県
横

手
市
役
所
か
ら
那
珂
市
役
所
へ
派
遣
さ
れ

て
い
る
中
村
元
で
す
。

　

茨
城
の
夏
は
暑
い
と
聞
い
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
記
事
を
書
い
て
い
る
７
月
で
こ

ん
な
に
暑
い
の
な
ら
、
掲
載
さ
れ
る
８
月

は
ど
れ
ほ
ど
暑
く
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

盆
地
で
あ
る
横
手
の
夏
も
暑
い
の
で
す

が
、
ま
た
タ
イ
プ
の
違
う
暑
さ
を
感
じ
て

い
ま
す
。

　

で
す
が
、
暑
い
と
逆
に
美
味
し
く
な
る

の
が
、
冷
え
た
ビ
ー
ル
で
す
。
昨
年
、
横

手
市
の
農
家
と
契
約
栽
培
し
た
ホ
ッ
プ
を

使
用
し
た
「
横
手
フ
レ
ッ
シ
ュ
ホ
ッ
プ
ビ

タ
ー
」
と
い
う
ビ
ー
ル
を
作
っ
て
い
た
だ

い
た
ご
縁
も
あ
り
、
日
本
一
の
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
「
ネ
ス
ト
ビ
ー
ル
」
の
生
産
者
で

あ
る
木
内
酒
造
さ
ん
の
額
田
醸
造
所
を
見

学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ち
な
み

に
、
見
学
の
前
に
は
毎
日
１
本
ず
つ
ネ
ス

ト
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
勉
強
し
て
か
ら
お
伺

い
し
ま
し
た
。

　

醸
造
士
の
宮
田

さ
ん
に
案
内
し
て

い
た
だ
き
な
が
ら

お
話
を
伺
い
ま
し

た
が
、
額
田
醸
造

所
で
は
１
日
２
万

本
も
の
ネ
ス
ト

ビ
ー
ル
を
作
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

日
本
で
は
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
認
知
度
が

ま
だ
ま
だ
低
く
、
ビ
ー
ル
市
場
全
体
で
の

シ
ェ
ア
は
１
％
程
度
に
し
か
な
り
ま
せ
ん

が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
12
～
14
％
の
シ
ェ
ア

が
あ
る
と
の
こ
と
。
ネ
ス
ト
ビ
ー
ル
も
６

割
が
海
外
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
私

の
姉
が
ア
メ
リ
カ
の
ボ
ス
ト
ン
に
い
る

の
で
聞
い
て
み
た
と

こ
ろ
、
向
こ
う
の
リ

カ
ー
シ
ョ
ッ
プ
で
も

世
界
中
の
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
と
一
緒
に
ネ

ス
ト
ビ
ー
ル
が
並
ん

で
い
る
そ
う
で
す
。

　

横
手
で
試
験
栽
培

し
て
い
る
ホ
ッ
プ
も
今
は
風
土
に
合
う
も

の
を
見
極
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
ゆ

く
ゆ
く
は
品
種
改
良
を
し
て
木
内
酒
造
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ホ
ッ
プ
を
作
り
た
い
、
と
宮

田
さ
ん
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
今

は
原
材
料
の
多
く
を
輸
入
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
は
日
本
で
作
っ
た
材
料
で

ビ
ー
ル
を
作
り
た
い
、
そ
れ
が
こ
れ
か
ら

は
強
み
に
な
る
、
と
い
う
言
葉
に
は
私
も

本
当
に
そ
の
と
お
り
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

横
手
市
の
ホ
ッ
プ
が
木
内
酒
造
で
ビ
ー

ル
に
姿
を
変
え
、
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界

中
に
広
が
っ
て
い
く
。
夢
の
あ
る
展
望
に

思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
今
日
は
帰
っ
た
ら

ネ
ス
ト
ビ
ー
ル
で
一
杯
や
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

福島県川内村から
お届けします

～川内だより～⑫

　那珂市のみなさん、お久しぶりです。ひだまり保健師の
中山友子です。
　厳しい寒さの冬から待ちわびた春、そして涼しい夏。こ
こ福島県川内村でもイベントが目白押しです。
　川内だより⑪でもお知らせした「第 1 回かわうちかえる
マラソン」が 4 月30日に無事終了しました。帰村率60％、
帰村者約1,800人の村になんと1,200人のランナーが全国か
ら参加！このマラソンの感動させられたことは、村の復興
を願う小学生の発案を村の大人が実現させたこと、そして
村民こぞっての沿道での大声援です。那珂市職員もボラン
ティアにかけつけてくれました。今回力走を見せてくれた

「川内優輝選手」を迎えての第 2 回大会を来年の同時期に

開催することが決定し、復興は着実に進んでいます。
　さて、那珂市にとっても原子力災害は他人ごとではな
かった時期がありました。平成11年の臨界事故、それに
よる風評被害。川内村では、全村避難中の 1 年間は農地は
手つかず状態でしたが、その後、徐々に除染作業が進み、
現在は震災前の77％まで営農が再開されています。いま
だ避難中の農家のかたもいますが、その農地においても保
全管理や管理耕作などを実施しているところです。
　今年、川内村では「農業再生」の第 1 歩として希少価値
のある野菜の栽培を本格的に始めました。「もう一度土に
戻りたい」という村内の農業者が勉強会を始めたのです。
一般にはほとんど流通していない野菜の産地化を目指す

「川内野菜勉強会」は農家の営農再開や意欲を高め、担い
手の確保、農業振興につなげようと昨年、普及所やJAの
呼びかけで結成され、野菜栽培の基礎を学ぶ机上学習会や
畑での実習などに取り組んできました。今後は、各自の畑
やビニールハウスで多彩な野菜を育てることになります。

「風評を拭い去るのは容易ではないが、新たな特産品を作
り農業を再生させたい」と会員は意欲を見せています。
　那珂市では間もなく「ひまわりフェスティバル」が開催
されます。昨年に続いて今年も「川内村ブース」を設ける
予定です。もしかすると川内村の希少野菜が並ぶかもしれ
ません。私も村の担当者と一緒に参加しますので、皆さん
のお越しをお待ちしています。

川内優輝選手の力走 沿道でランナーを激励
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図書館カレンダー 日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

◆新着本案内

【一般書】
『�学べるマンガ 100 冊　人生と勉強

に効く』　
	 ／佐渡島庸平・里中満智子　著

『果てなき便り』　	 ／津村節子　著
『海と山のピアノ』	／いしいしんじ　著
『クララ殺し』	 ／小林泰三　著

【児童書】
『大久野島からのバトン』
	 ／今関信子　作
	 ／ひろかわさえこ　絵

『なきむしこぞう』	 ／今村葦子　作
	 　／酒井駒子　絵

『大さわぎ！ばけもの芝居と白いねこ』
	 ／岩崎京子　作
	 ／長谷川義史　絵

『みてろよ！父ちゃん！！』　
	 ／くすのきしげのり　作
	 ／小泉るみ子　絵

９月
September

休館日
おはなし会

４日・18日
　午後 ２時～
15日
　午前10時30分～
23日　 
　午後３時～

選
挙
い
ろ
い
ろ

Ｑ 

＆ 

Ａ

問
い
合
わ
せ

那
珂
市
選
挙
管
理
委
員
会

☎
２
９
８
・
１
１
１
１ 

（
内
線
５
１
４
・
５
１
５
）

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
選
挙
に
つ
い
て
抱
い
て
い
る
疑
問

や
、
知
り
た
い
こ
と
に
つ
い
て
お
答
え
し
て
い
き
ま
す
。

QA
投
票
所
に
は
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
に
必
要
な
の
で
す
か
？

　

市
の
投
票
所
は
全
部
で
26
投
票
所
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
投
票
所
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
役
割
の
人
が
携
わ
る
こ
と
に
な
り
、
公
正
的
確
な
投
票
事
務
を
行
う
た
め
に
、

必
要
最
小
限
の
人
数
で
執
行
し
て
い
ま
す
。

①�

投
票
管
理
者
（
１
人
）：
投
票
事
務
全
般
を
管
理
執
行
し
、
選
挙
人
に
正
し
い
投
票

を
行
わ
せ
る
こ
と
や
公
正
的
確
に
処
理
さ
れ
て
い
る
か
、
投
票
の
秘
密
が
守
ら
れ
て

い
る
か
、
投
票
所
内
の
秩
序
が
保
た
れ
て
い
る
か
な
ど
を
注
意
す
る
責
任
者

②�

投
票
立
会
人
（
２
人
）：
投
票
事
務
の
公
平
を
確
保
す
る
た
め
の
公
益
代
表
と
し
て

投
票
事
務
全
般
に
立
ち
会
う
者

③�

投
票
事
務
従
事
者
：
受
付
、
選
挙
人
名
簿
対
照
、
投
票
用
紙
交
付
な
ど
、
直
接
投
票

事
務
に
従
事
す
る
者
（
そ
の
投
票
区
に
お
け
る
選
挙
人
の
多
少
や
選
挙
の
種
類
な
ど

に
よ
っ
て
、
人
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。）

那珂市選挙管理委員会委員
が改選されました

　市選挙管理委員会委員が 6 月29日に
任期満了となったことに伴い、市議会に
おいて新たな委員が選出されました。
　新たな委員の任期は、 6 月30日から
平成32年 6 月29日までの 4 年間です。

◆夏休みおはなし会

　腹話術師の春風ねばりさんをおよびして、おはなし会をおこないます。
　期　日： 8 月21日（日）
　時　間：○図書館ボランティアによるおはなし会
　　　　　　午後 3 時～ 3 時30分　
　　　　　○腹話術「しんちゃんとおはなし」
　　　　　　午後 3 時30分～ 4 時
　場　所：図書館 2 階　会議室

◆夏休み理科実験教室

　日　時： 8 月23日（火）
　　　　　午前の部　午前10時～正午
　　　　　午後の部　午後 1 時～ 3 時
　場　所：図書館 2 階　会議室
※事前申込み不要です。直接会場にお越しください

坂場實委員長
（東木倉）

寺門喜勝委員
（菅谷）

樫村正巳委員
（瓜連）

笹嶋信成委員長代理
（杉）

広報なか８月号15



　

飯
田
自
治
会
で
は
、
農
用
地
、

た
め
池
、
水
路
、
農
道
な
ど
の
維

持
向
上
活
動
を
共
同
作
業
で
行
う

た
め
、
４
月
に
「
飯
田
地
区
環
境

保
全
会
」
を
立
ち
上
げ
、
最
初
の

共
同
作
業
と
し
て
６
月
19
日
に

大
洞
た
め
池
の
草
刈
り
作
業
を
行

い
ま
し
た
。
作
業
に
は
地
区
住
民

１
０
０
人
お
よ
び
東
京
ガ
ス
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
㈱
社
員
２
人
が
参
加
し
、

持
ち
寄
っ
た
刈
払
機
70
台
な
ど
で

繁
茂
し
て
い
た
雑
草
が
見
る
見
る

う
ち
に
刈
り
取
ら
れ
、
み
ん
な
が

和
め
る
環
境
に
な
り
ま
し
た
。

　

戸
崎
地
区
で
は
、
毎
年
7
月
上

旬
の
日
曜
日
に
住
民
総
出
で
戸
崎

鹿
嶋
神
社
の
鎮
守
の
森
の
草
払
い

や
清
掃
を
行
い
、
清
浄
さ
と
荘
厳

さ
を
保
っ
て
い
ま
す
。
神
社
を
地

域
の
住
民
の
絆
の
原
点
と
し
よ
う

と
の
思
い
が
共
有
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
神
社
境
内
で
自
治
会

と
氏
子
会
の
総
会
を
行
い
、
回
覧

と
は
異
な
る
情
報
の
共
有
や
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
い
わ

ば
、
直
接
民
主
制
の
一
例
と
も
い

え
る
実
に
ユ
ニ
ー
ク
な
伝
統
行
事

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

7
月
20
日
～
26
日
、
那
珂
市
産

の
野
菜
と
Ｊ
Ａ
常
陸
な
ど
の
市
内

４
つ
の
直
売
所
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
、
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸

レ
ス
ト
ラ
ン
「
ア
ル
エ
ッ
ト
」
で

那
珂
市
産
野
菜
サ
ラ
ダ
バ
ー
「
な

か
彩
菜　

べ
じ
ふ
るW

eek

那

珂
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

生
産
者
が
愛
情
を
込
め
て
栽
培

し
た
那
珂
か
ぼ
ち
ゃ
や
ナ
ス
、
ト

マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
に
青
パ
パ
イ
ヤ

な
ど
を「
夏
の
彩
り
と
お
い
し
さ
」

と
し
て
提
供
し
、
連
日
多
く
の
か

た
に
ご
賞
味
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

4
月
30
日
・
5
月
1
日
に
牛
久

市
で
行
わ
れ
た
「
東
関
東
連
盟
牛

久
市
長
杯
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」

で
優
勝
し
た
常
陸
大
宮
リ
ト
ル

リ
ー
グ
に
所
属
し
て
い
る
那
珂
市

内
の
小
学
生
４
人
が
市
長
へ
表
敬

訪
問
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
小
学
３
年
生
以
下

の
選
手
で
構
成
さ
れ
た
19
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

決
勝
で
は
、
６
対
４
で
水
戸
リ

ト
ル
リ
ー
グ
に
勝
ち
優
勝
。
そ
の

後
の
関
東
大
会
で
も
第
３
位
の
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

水
源
を
大
切
に

戸
崎
鹿
嶋
神
社
の
宮
な
ぎ
と
自
治
会
総
会

お
い
し
い
那
珂
市
の
野
菜
を
ど
う
ぞ
！

関
東
大
会
で
大
健
闘
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６
月
22
日
、
中
央
公
民
館
で
市

国
際
交
流
協
会
主
催
の
「
国
際
交

流
の
つ
ど
い　

タ
イ
料
理
教
室
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
野
ス
パ
ー
ニ
ー
さ
ん
と
鵜
飼

ワ
リ
ン
ダ
さ
ん
の
ご
指
導
で
今
人

気
の
タ
イ
料
理「
ガ
パ
オ
ラ
イ
ス
」

「
ト
ム
カ
ー
ガ
イ
」「
タ
ピ
オ
カ
入

り
コ
コ
ナ
ッ
ツ
ミ
ル
ク
」
の
3
品

が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　

外
国
人
と
日
本
人
が
一
緒
の
グ

ル
ー
プ
に
な
り
、
調
理
や
食
事
を

し
な
が
ら
、
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

7
月
１
日
お
よ
び
６
・
7
日
に
、

産
官
学
連
携
の
土
台
づ
く
り
や
将

来
の
担
い
手
拡
大
な
ど
を
目
的
と

し
て
県
立
水
戸
農
業
高
校
農
業
土

木
科
の
２
・
３
年
生
を
対
象
に
実

務
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

農
業
行
政
お
よ
び
農
業
土
木
と

は
ど
う
い
う
仕
事
な
の
か
を
実
際

に
「
見
て
」・「
知
っ
て
」
も
ら
う

た
め
、
１
日
は
市
役
所
の
業
務
の

紹
介
と
実
際
の
会
議
の
見
学
を
し

ま
し
た
。
６
・
7
日
は
御
前
山
ダ

ム
、小お

ば

え
場
江
頭と
う
し
ゅ
こ
う

首
工
の
見
学
を
し
、

業
務
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

7
月
３
日
、
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
ス

タ
ジ
ア
ム
水
戸
で
水
戸
ホ
ー
リ
ー

ホ
ッ
ク
の
試
合
が「
那
珂
市
の
日
」

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

キ
ッ
ク
オ
フ
前
に
は
市
内
の
少

年
団
に
よ
る
前
座
試
合
、
選
手
と

一
緒
に
入
場
す
る
エ
ス
コ
ー
ト

キ
ッ
ズ
、
ま
た
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
に

は
「
ひ
ま
わ
り
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」

が
当
た
る
抽
選
会
を
行
い
、
試
合

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
当
日
は
、

那
珂
市
に
在
住
、
在
学
の
か
た
が

無
料
招
待
と
な
り
、
５
３
２
8
人

の
観
客
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

7
月
1
日
、
イ
オ
ン
那
珂
店
、

カ
ス
ミ
瓜
連
店
、
フ
ー
ド
オ
フ
ス

ト
ッ
カ
ー
サ
ン
モ
リ
ノ
那
珂
店

で
、
保
護
司
会
、
更
生
保
護
女
性

会
、青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
、

連
合
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議

会
の
皆
さ
ん
が
、
来
店
者
に
対
し

て
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
犯
罪
の
な
い
地
域
社

会
を
築
く
た
め
の
啓
発
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
当
日
は
、
総
理
大
臣
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
保
護
司
会
か
ら
海

野
市
長
へ
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。　

タ
イ
料
理
を
作
り
タ
イ
！

水
戸
農
業
高
校
生
が
実
務
研
修

「
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
那
珂
市
の
日
」
開
催

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
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建 今月の納税 建

○市県民税（普通徴収）	 2 期
○国民健康保険税（普通徴収）	2 期
○後期高齢者医療保険料（普通徴収）
	 2 期 
○介護保険料（普通徴収）	 3 期

納期限： 8 月31日

■市税の納付は口座振替で
　市税の納付には、便利で確実な
口座振替制度がありますので、ど
うぞご利用ください。
　詳細については、下記までお問
い合わせください。
問い合わせ／収納課収納グループ
☎298－1111　内線173・174

ご協力ありがとうございます

善 意 銀 行 へ

6 月15日～ 7 月14日（敬称略）
薬師神毅雄	 5,000円
野木利三郎	 15,000円
さくらダンスクラブ	 10,893円
※善意銀行の寄付は、那珂市社会

福祉協議会でお受けしています
☎229－0309

水戸農業高校馬術部・相撲部・
定時制陸上部が全国大会出場

　 7 月 5 日、水戸農業高校（青砥
武夫校長）の馬術部、相撲部、定
時制陸上部の生徒が、インターハ
イおよび全国大会出場決定の報告
のため市役所を訪れました。
　毎日厳しい練習を積み重ねて全
国大会への切符を手にした皆さん
は、全国大会でも上位を狙うと力
強く話してくれました。

常陸農業協同組合と「災害時
における生活必需物資の提供
に関する協定」を締結

　 7 月 5 日、常陸農業協同組合
との間で、市内において大規模
な災害により市民生活に被害が及
んだ場合またはその恐れがある場
合に、互いが協力し生活必需物資
の提供などを行う「災害時におけ
る生活必需物資の提供に関する協
定」を締結しました。

県央地域 9市町村間で「茨城県央
地域定住自立圏形成協定」を締結

　 7 月 5 日、県央地域に位置する
9 市町村（那珂市、水戸市、笠間市、
ひたちなか市、小美玉市、茨城町、
大洗町、城里町、東海村）の間に
おいて「茨城県央地域定住自立圏
形成協定締結式」を開催し、協定
を締結しました。
　一定の要件を満たす「中心市

（水戸市）」と「周辺市町村」が
1 対 1 の協定を締結して圏域を
形成し、中心市において圏域全
体の暮らしに必要な都市機能を
集約的に整備するとともに、周
辺市町村において必要な生活機
能を確保し、互いに役割を分担
しながら連携・協力することに
よって、圏域全体の活性化を図
ることを目的としています。

建 国保ミニ情報 建
○那珂市国保の加入者数   14,687人
　（平成28年 6 月末現在・

前月比70人減）
○那珂市国保が医療費の一部として 
　支払った金額　 3 億3,532万円
　（平成28年 6 月・

前月比1,083万円減）
※�皆さんの日ごろの健康づくり、病気

予防の心がけが医療費の増加、ひい
ては国保税の増額を抑えることにつ
ながります。ご協力をお願いします

建 人の動き 建
那珂市の人口（7月1日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　27,310人	 （－	12）
　女　　　28,181人	 （－	12）
　計　　　55,491人	 （－	24）
世帯数　　22,235世帯	（＋ 	 8）

○出生　43人
○死亡　52人

（ 6 月 1 日～30日）

★事件・事故の発生状況★
（平成28年6月末現在）

○那珂市の交通事故
　人身交通事故	 127件
　負傷者	 166人
　死者	 1人
※�暗くなる前から反射材を身に付

けましょう！
○那珂市の犯罪
　刑法犯認知件数	 257件
　　うち　　空き巣	 16件
　　　　　　自動車盗	 11件
　　　　　　自転車盗	 12件
※防犯は　鍵かけ　声かけ　心がけ
問い合わせ／那珂警察署
☎352－0110

★火災・救急の状況★
（平成28年 6 月）

○火災件数
 　　  1 件	 （本年累計 9 件）
○救急出場件数
 　　  140件	 （本年累計985件）
※�大切な命を守るため、住宅用火

災警報器を設置しましょう
問い合わせ／消防本部
☎295－2111
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●市役所の電話番号
　☎298－1111（代表）

●ホームページ URL（携帯可）
　http://www.city.naka.lg.jp

●メールアドレス
　hisho-k@city.naka.lg.jp

●おしらせ版
市では、 「広報なか」のほかに、 

「おしらせ版」（月２回）を発行し
ています。このコーナーではその
一部を掲載していますが、「おし
らせ版」も併せてご覧ください。

９月の休日当番医

4 日　塙内科消化器科	 （後台）
☎295－2110

11日　西山堂慶和病院	 （鴻巣）
☎295－5121

18日　ののがき脳神経外科クリニック	
（中台）

☎352ー0555
19日　那珂クリニック	 （中台）

☎295ー9800
22日　岡田クリニック	 （後台）

☎270－8188
25日　諸岡医院	 （瓜連）

☎296－1123
■診療時間／午前 9 時～11時30分
※受診の際、必ず当該医療機関へ電

話でお問い合わせください
※診療時間外は、「茨城県救急医療

情報コントロールセンター（☎
241－4199）、または「那珂市消防
本部」（☎295－2111）へお問い合
わせください

※119番は、消防本部ではなく「いば
らき消防指令センター」につなが
ります。119番は「緊急事態」のた
めの電話です。安易な利用は避け、
適正利用にご協力ください

那
珂
市
民
憲
章

わたしたち那珂市民は、那珂・久慈の清らかな流れ
と豊かな緑に恵まれた郷土を愛し、市民としての誇
りを持ち、明るく住みよいまちをめざします。

一　すこやかな心と体をつくりましょう
一　伝統を大切にし教養をふかめましょう
一　助け合い思いやる心をもちましょう
一　きまりを守り安全を心がけましょう
一　自然を愛し資源をいかしましょう

東消防署救助隊全国大会出場

　第45回茨城県消防救助技術大会障
害突破の部において、準優勝の成績
を収めた東消防署救助隊が、 7 月13
日に神奈川県厚木市で行われた第45
回消防救助技術関東地区指導会へ出
場し、参加26チーム中 6 位に入賞、
茨城県内では唯一、 8 月24日に愛媛
県松山市で行われる全国大会への出
場権を獲得しました。

法律相談
日時／ 9 月 6 日（火）  午後 1 時～ 5 時
　　　 9 月27日（火）  午後 1 時～ 4 時
場所／市役所（本庁） 1 階市民相談室
対象者／市内に住所を有するかた
相談員／弁護士
申込方法／電話または窓口で事前に予

約してください。
費用／無料（相談時間 1 回20分）
その他／同じ事案について再度の相談

はご遠慮ください。
申込み・問い合わせ／
秘書広聴課市民相談グループ
☎298－1111　内線117

可燃ごみの出し方について
　家庭から出される燃えるごみは、美
観・清潔の維持および迅速な収集を行
うために、一度に出せるごみを少量に
限らせていただいています。
※�ごみ出しのルールが守られていない

ごみは収集できません
ごみ排出量の目安／指定袋 5 個まで
ごみ排出時間／収集当日の朝 8 時まで
指定袋の出し方／必ず氏名をフルネー
ムで記入してください。
問い合わせ／環境課環境グループ
☎298－1111　内線447～449

人権相談
日時／ 9 月 9 日（金）
　　　午前10時～正午
　　　午後 1 時～ 3 時
場所／市役所（本庁） 1 階市民相談室
開設相談／
人権を侵害されている問題や家庭内の
もめごとなど
相談員／人権擁護委員
問い合わせ／
秘書広聴課市民相談グループ
☎298－1111　内線117
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先
月
参
議
院
議
員
選
挙
が
執
行
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
選
挙
は
、
18
歳
以
上

が
選
挙
権
を
有
す
る
こ
と
に
な
り
、
高

校
や
大
学
で
選
挙
に
関
す
る
啓
蒙
教
育

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
の
選
挙
制
度
に
つ
い
て
は
、
明

治
22
年
に
議
院
法
、
衆
議
院
議
員
選
挙

法
が
公
布
さ
れ
、
満
25
歳
以
上
直
接
国

税
15
円
以
上
を
納
付
す
る
男
子
に
選
挙

権
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
正
14
年
に
選
挙
法
が
改

正
さ
れ
、
満
25
歳
以
上
の
す
べ
て
の
男

子
に
選
挙
権
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　

敗
戦
の
年
、
昭
和
20
年
に
衆
議
院
議

員
選
挙
法
が
改
正
と
な
り
、
満
20
歳
以

上
の
す
べ
て
の
国
民
が
選
挙
権
を
有

す
る
こ
と
に
な
り
、
女
性
の
参
政
権
が

認
め
ら
れ
た
年
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和

25
年
に
は
各
選
挙
法
を
ま
と
め
た
『
公

職
選
挙
法
』
が
公
布
さ
れ
、
前
回
の
選

挙
ま
で
半
世
紀
以
上
施
行
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

今
回
の
年
齢
引
き
下
げ
に
つ
い
て

は
、
平
成
26
年
11
月
の
コ
ラ
ム
に
掲
載

し
ま
し
た
が
、
世
界
の
選
挙
権
年
齢
の

主
流
（
１
９
２
か
国
の
う
ち
１
７
０
か

国
）
が
18
歳
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
世
界

の
水
準
に
倣
っ
た
よ
う
で
す
。

　

那
珂
市
に
お
け
る
今
回
の
参
議
院
議

員
選
挙
の
年
代
別
投
票
率
の
結
果
は
、

18
歳
46
％
、
19
歳
35
％
、
20
歳
代
31
％
、

30
歳
代
38
％
、
40
歳
代
47
％
、
50
歳
代

58
％
、
60
歳
代
67
％
、
70
歳
代
68
％
、

80
歳
代
49
％
、
90
歳
代
20
％
、
１
０
０

歳
以
上
９
％
で
あ
り
、
全
体
の
投
票
率

は
52
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

50
歳
か
ら
79
歳
ま
で
の
人
た
ち
は
、

半
分
以
上
の
人
が
投
票
所
に
足
を
運

び
、
そ
の
他
の
年
代
の
か
た
は
半
分
以

上
が
棄
権
す
る
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
傾
向
が
続
き
、
投
票
率
が

さ
ら
に
低
下
す
れ
ば
民
主
主
義
の
根
幹

が
揺
ら
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
キ
プ
ロ
ス
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
選
挙
投
票
を
法
律
で

義
務
付
け
る
『
義
務
投
票
制
』
を
敷

き
、
罰
金
や
入
獄
を
定
め
る
国
も
あ
り

ま
す
。

　

若
年
層
の
投
票
率
向
上
に
思
案
を
巡

ら
す
日
々
で
す
。

那
珂
市
長　

海
野

　
　
徹

ヘルスメイトさんが作る健康料理 ○131

那珂市食生活改善推進員協議会

子ども食部会の皆さん
■コメント

年齢に関係なく、だれでも作って食べるこ
とができます。朝のいそがしい時間、家族が
協力して作れるバランスのとれた１品です。

トマト鶏スープ

選
挙
制
度

■材料（４人分）
トマト（大）…………………… １個
トマトホール缶… …………… 1 缶
鶏肉… …………………………100ｇ
ジャガイモ（大）……………… １個
人参… ………………………… １本
玉ねぎ… ……………………… １個
しめじ… ……………………… １袋
コンソメ… …………………… １個
絹さや… ……………………… ６枚

■作り方
①すべての材料を食べやすい大きさに切る。
　※ジャガイモは形を残したい場合、大きめにカット
②鍋に①、トマトホール缶とひたひたにかぶるくらいの水を入れる。
③沸騰したらコンソメを入れ材料に火が通ったら完成。
　器に盛り、別ゆでし細切りにした絹さやを飾る。

■１人分（136kcal／塩分0.5ｇ）
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【俳　句】瓜連かつらぎ俳句会
遠
花
火
と
き
め
く
こ
と
も
少
な
け
り	

長
谷
川　

和
希
子

雲
の
峰
よ
う
や
く
に
し
て
現
わ
れ
る	

塙　
　
　

静　

風

白
球
の
逸そ

れ
し
堤
防
草
い
き
れ	

木　

内　

晴　

絵

白
壁
に
万
緑
映
え
る
松
山
城	

栗　

原　

冨　

久

白
絣
師
影
は
踏
ま
ず
と
少
年
期	

堀　

口　

泉　

流

夏
の
月
暑
さ
に
茹
り
赤
ら
顔	

秋　

野　

三　

峰

天
日
を
背
に
百
日
紅
の
影
太
し	

真　

崎　

一　

耕

秋
雨
に
瀑
布
は
白
き
布
を
張
り	

栗　

原　

三　

枝

ご
う
快
に
岩
を
叩
い
て
秋
の
音	

井　

坂　

光　

位

串
鮎
の
く
ね
ら
せ
ま
ま
の
姿
焼
き	

萩
野
谷　

ヨ
シ
子

霧
晴
れ
て
水
の
軽
さ
よ
稲
の
花	

飯　

島　

カ
チ
子

水
平
に
吾
が
道
を
行
く
大
や
ん
ま	

真　

崎　

一　

耕

瀬
に
乗
り
て
精し
ょ
う

霊り
ょ
う

舟
の
消
え
に
け
り	

堀　

口　

泉　

流

【短　歌】白鳥短歌会　加藤要選
天
気
よ
し
ミ
ニ
菜
園
に
さ
く
さ
く
と
父
の
使
い
し
鍬
よ
く
は
し
る	

草　

野　
　
　

豊

盤
上
に
駒
を
並
べ
て
詰
将
棋
読
め
ぬ
手
筋
に
指
の
ふ
る
え
る	

海　

野　

宏　

幸

小
綬
鶏
殿
「
ち
よ
っ
と
こ
い
」
と
は
何
事
じ
ゃ
草
取
り
作
業
ま
だ
ま
だ
済
ま
ぬ	

大　

森　

勝　

代

無
限
か
と
不
安
つ
の
ら
せ
人
ら
生
く
青
い
空
蒼
い
海
あ
る
沖
縄
県
に	

仲　

沢　

照　

美

睡
蓮
の
巻
葉
の
立
て
る
水
面
に
新
た
な
命
と
春
光
煌き
ら

う	

網　
　
　

千
恵
子

印
籠
と
「
控
え
お
ろ
う
」
の
名
台
詞
消
え
て
映
像
お
笑
い
ば
か
り	

赤　

塚　

満　

夫

イ
タ
リ
ア
に
一
緒
に
行
こ
う
と
嫁
い
い
て
我
を
誘
え
り
パ
ス
タ
の
店
に	

菊　

池　

和　

子

遙
遙
と
ハ
ノ
イ
の
屋
台
に
ビ
ー
ル
飲
む
月
を
見
な
が
ら
仲
麻
呂
偲
ぶ	

小
野
瀬　
　
　

壽

雪
解
け
の
水
の
か
わ
き
て
月つ
き
さ
む寒

の
町
が
春
陽
に
諸
手
を
か
ざ
す	

池　

田　

美
代
子

ピ
イ
ピ
イ
と
懐
工
合
を
口
に
し
て
金
の
無
心
か
シ
ジ
フ
カ
ラ
カ
ラ	

加　

藤　
　
　

要

戸籍のまどでは、新生児と亡くなられた
かたの氏名などを掲載していますが、不
正使用や目的外使用防止の観点から、
ホームページ上での掲載はいたしません
のでご了承ください。
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［12か月健診時に掲載希望者による抽選を行っています。］

印刷／いばらき印刷株式会社

131

大きくなったら
一緒にサッカーをしよう！

いつもニコニコのそうちゃん。
元気に大きくなってね。

これからもすくすくかわいい
女の子に育ってね。

再生紙と大豆油インキを使用しています。

６/８
生まれ鈴木颯くん

父・洋一さん　母・結さん（菅谷）

はやて

６/29
生まれ櫻井小彩ちゃん

父・康二さん　母・彩さん（額田東郷）

こ いろ

６/11
生まれ小林壮汰くん

父・望さん　母・裕美さん（菅谷）

そう た

い
つ
も
動
物
に
癒
さ
れ
て
ま
す
！

笹
嶋
　と
も
え
　
さ
ん
　（
20
歳
）
　
後
台

　
私
は
、
母
が
動
物
好
き
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
犬
、
猫
、
ハ
ム
ス
タ
ー

な
ど
を
飼
っ
て
い
ま
し
た
。

　
病
気
に
な
っ
た
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
行
っ
た

動
物
病
院
で
、
動
物
看
護
師
と
い
う
仕
事
を

知
り
、
将
来
は
動
物
病
院
で
働
き
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
高
校
卒
業
後
は
専
門
学
校
に
進
み
、
看
護

の
こ
と
だ
け
で
な
く
ワ
ン
ち
ゃ
ん
を
か
わ
い

く
す
る
た
め
の
ト
リ
ミ
ン
グ
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
今
年
の
４
月
か

ら
は
、
水
戸
市
内
の
動
物
病
院
で
看
護
師
と

し
て
働
い
て
い
ま
す
。

　
勤
め
始
め
て
ま
だ
3
か
月
で
、
わ
か
ら
な

い
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
診
察
で
動
物
と
接

す
る
と
き
は
、
怖
が
ら
な
い
よ
う
に
そ
の
子

に
合
っ
た
方
法
で
接
す
る
こ
と
を
心
が
け
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
、
動
物
に
も
飼
い
主
さ
ん

に
も
信
頼
さ
れ
る
看
護
師
に
な
れ
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
仕
事
が
休
み
の
と
き
は
、
家
で
の
ん
び
り

犬
１
匹
、
猫
４
匹
と
遊
ん
で
い
ま
す
。
と
て

も
か
わ
い
く
て
仕
事
の
疲
れ
を
癒
し
て
く
れ

ま
す
。
仕
事
で
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
、
動

物
は
私
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
大
切
な
存
在

で
す
。
　


